
 

 

 

 

 

 

    

    カキツバタの花言葉 ～幸せは必ず来る～ 
 

『カキツバタ』という名をつけてくれた渡辺先生の思いが伝わって 

きますね。カキツバタを描いてくれた美術部の伊藤さん、宮本さん、 

素敵なイラストをありがとうございます。 

 

『幸せは必ず来る』 

心強い言葉ですね。頑張っているのになかなか結果につながらないと 

くじけそうになることもあるかと思います。そんなときは、カキツバタの花言葉を思い出してください。 

それでも頑張ることが苦しくなったときには、誰かに話をしてみてください。苦しいのは自分だけでは 

ないことに気づくはずです。 

 

 さて、三者面談も終わり、前期が終了します。みなさんはこれで中学校生活の５/６を終えることに 

なります。残りの１/６。期間こそ短いものの、中学校生活の集大成ともいうべき時期を迎えます。部活 

動や委員会など、学校のあらゆる場面で２年生にバトンを渡していきますが、みなさんが長後中学校の 

最上級生であることは変わりません。何事にも一生懸命に取り組む姿を、１・２年生に見せて欲しいと 

思っています。また、この時期は自分自身の進路を決定していく時期でもあります。１２月の面談では 

志望校を最終決定します。そのために、今すべきことをしっかりと意識して、日々の生活に取りくんで 

いきましょう。 

今すべきこととは何でしょうか。一つは、志望校（志望校になりうる学校）の見学をしておくこと 

です。合格をすることが最終目標ではありません。その学校に入学して充実した学校生活を送ることが 

目標のはずです。その学校に通って充実した毎日を過ごしていけそうか。しっかりと自分の目で確かめ 

てきましょう。保護者の方にも一緒に説明会に行っていただき、アドバイスをもらうことも大切です。 

二つ目は、入試に向けて学習計画を立て実行することです。まずは、現段階の自分の実力をはかること 

  が大事です。実際に入試問題を解いてみるのもよいと思います。解いてみると、見えてくるものがあるは 

ずです。何ができて、何ができていないのかを見極め、できていない部分を補強していく。なぜできて 

いないのか。知識が足りないなら、１・２年生の教科書やワークを見直してみる。知識は定着している 

のに問題が解けないなら、たくさん問題を解いて問題に慣れておくことも必要です。時間は有限ですが、 

時間をどう使うかは自分次第です。まだ、今なら間に合います。でも、今始めなければ、時間はどんどん 

過ぎていきます。 

 

『幸せは必ず来る』 

３年生全員で、みんなの幸せをかみしめたいですね。 

（文責 進路担当：吉武） 
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～ 神奈川ゆめ奨学生募集 ～ 

    

   応募受付 ２０２４年１１月１日 

～２０２５年１月１５日 １７時 

 

給付型奨学金 

     詳細については、右の QRコードより 

確認してください。 

 

  

～ 似鳥国際奨学財団 奨学生募集 ～ 

 

応募受付 ～２０２４年１１月７日１３時まで  

 

    給付型奨学金 

    詳細については、右の QRコードより 

    確認してください。 

 

 

～ 公立高校の定時制・通信制に進学を希望するみなさんへ ～ 

 

学校生活や志願手続き等について掲載したパンフレットです。 

右の QRコードより、確認できます。 

 

 

 

○県立高等学校 定時制・通信制 合同学校説明会 

 

 ①横浜会場 １１月２３日（土） 神奈川工業高等学校 

  参加校：横浜修悠館、横浜明朋、相模向陽館など 

 ②平塚会場 １１月２３日（土） 高浜高等学校 

  参加校：湘南など 

                                  ③県央会場 １２月 ７日（土） 厚木清南高等学校 

                                   参加校：相模向陽館、厚木清南など 

※予約は不要。いずれも１３：００～１６：００。 

１３：００～１４：００は大変混み合うそうです。 

 

○ 湘南高等学校定時制学校説明会 

①１０月１６日（水）  

② １月１７日（金）   ※ 詳しく知りたい人は、担任の先生まで。 

 

 

 

 

 


